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1． 研究 目的

　あ る種 の 音 楽 には精 神 を安定 させ、集中力 を 向上 させ る

癒 し （ヒ
ー

リン グ）効果 が ある と 言 われ て お り、現 在、医 療

な どの 様 々 な分野 で 注 目を集め て い る。ま た、こ の よ うな

音楽 を ヒーリン グ ミ ュ
ージ ッ ク とい い 、ヒ ーリン グ を 目的

とした音楽 CD な どの 販 売 も行われ て い る［1］。

　 し か し なが ら、ヒ
ー

リン グ ミュ
ージ ッ クの 効果 には、要

因 や 学 術 的 な根拠 な ど、ま だ解 明 され て い な い 事も多い。

　そ こ で 、我々 の 研究室で は、人 間 が 癒 され て い る状 態 の

と きに、そ の脳 波 に多 く含まれ る と され る α 波 に 着 目 し、
ヒ
ー

リン グ ミ ュ
ージ ッ クに よる α 波の 誘 引 な ど、癒 し と α

波の 関係 に つ い て の 研究を行っ て い る。

　昨 年 ま で の 研 究結 果 に よ り、音 楽 刺 激 に よ る脳 波 の 変化

に は 、個人差は あ る もの の α 波 が誘引 され る こ とが わか っ

た。更 に、α 波含有 率 は モ ー
ツ ァ ル トの 曲 を聴 い て い る と

きに 最も高い 値を示 す こ ともわか っ た 【2］。

　 しか し、昨年 ま で の 研 究 に お い て は
一
部 の 種類の 音楽 し

か 聴か せ て お らず 、信頼性 が 高い とは 言 え な い 。

　そ こ で 、本研 究で は 音楽刺激が 脳波に 与え る影響を更に

明確 にす る と共 に、音楽の 種 類 に着 目 し、モ ーツ ァル トや

その 他 の ヒ
ー

リン グ ミ＝ L　一一ジ ッ ク、ジ ャ ズ な ど、様々 な種

類 の 音楽が及 ぼす ヒ ーリン グ効 果 の 違 い を検証 す る こ とを

目的 とす る。

2．実験方法

10 代〜20 代 の 男 女 10 名 の 被 験 者 に、日本 光電 製脳 波計

EEG ・9100 を用 い て、国際式 10− 20 法13】に 準 拠 し、22 本

の 電 極 を取り付 け、以 下の 8 曲の 音 楽を聴 か せ たときの 脳 波を

測 定 した。
1）SerenadelMozart （クラシ ック）

2）Bring　Me 「翫） Life　1　Evanescence （洋楽ロ ッ ク）

3）放 課 後 の 音 楽室 〆ゴ ン チチ（ヒーリン グミュ
ージッ ク）

4）与 作 ！ 北島三 郎 （演歌 ）

5）交 響 曲第 5番一運 命 tBeethoven （クラシ ッ ク）

6）New 　ASIA ノ東儀 秀 樹 （ヒーリン グミ＝一ジ ッ ク）

7）ス ターフィッ シ ュ 1ELLEGARDEN （邦楽ロ ック）

8）Waltz 　for　Debhy 　1　Bil1　Evans （ジャ ズ）

こ の とき、そ れ ぞ れ の 曲 の 間 に は 前 の 曲の 影響が 現 れ な い よ

う考慮 し、約 2 分 間 の 無 刺 激 の 時 間 を持 たせ た。また、曲 を聴

か せ る順 番 に よるα 波含有率 へ の 影 響 を考慮 し、半 数 の 5名 の

被 験 者 に は、曲順 を逆 に して 実 験 を行 っ た。なお 、この とき前

述 した 1）〜8）の 曲 の 再 生 の 順 番 を 曲順 1、順 番 を逆 にしたも

の を 曲順 2 とし、被験者 A 〜E の 5人 に は 曲順 1で、被験者 F
〜J の 5人 には 曲順 2で 音 楽 を聴 か せ たときの 脳 波を測定 し、

それ ぞれ の 脳波の 測定結果を FFT に より解析し、脳波内の α

波含 有率 を求 め た。

3．実験結果

3．1 α 波 含 有 率 の 時間 推移

　被験 者 ご と に 、測 定 し た 脳 波 を FFT ポ イ ン ト512、平

均 回数 5 回、分 析 時 間 512e【血 sec 】の 条 件 に て FFT を施

し、各周 波数帯域 の 含有率 を 時系 列 で 算出 し た 。
こ の デー

タ と曲 を再 生 し た時 間、停止 した 時 間 と を 比 較 し、音楽 に

対 す る脳 波 の 時 間的 変 化を検証 した。

　Kg ．1 に、測定 し た あ る被験者 A の α 波含有率に 移 動

平均 を施 した グ ラ フ を示 すa
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Fig，1　 Alpha 　wave 　content 　rate　of　subject 　A

　Fig．1 よ り、丸で 囲ん だ 部分 の よ うに、全て の 曲で 音楽

の 再 生 に 同期 して脳 波 の α 波含有 率 の 上昇 が見 られ た。

　更に 、曲 1）の モ ー
ツ ァ ル トの ク ラ シ ッ ク 音楽 を聴かせ

た とき に、脳 波の α 波含有率が最も高くな り、曲 4）の 演

歌、曲 5）の ベ ー
トーベ ン の ク ラ シ ッ ク音 楽、曲 7）の 邦楽

ロ ッ ク 音楽で も、そ の 他の 曲に比 べ 、脳 波の α 波含有率 が

高 くな っ て い る こ とが わ か る 。
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　 こ の こ と よ り、音楽の 種 類 に よ り、 α 波 を誘 引 しや す い

音楽 と誘引 し に くい もの が あ る とい うこ とが 言 え る。

3．2 α 波 含 有 率 の上 昇値

　曲 ご と の α 波含有率 の 上 昇 値 を求 め、被 験者 ご とに 算出

した 結 果 を Tablel に 示 す。

　 こ の とき、α 波 の 上 昇値 とは、3．1 の α 波含有率を時系

列 で 算出 し た 結 果 か ら、曲再 生 中 の α 波含有率 の 最 大 値

と、曲再 生 開始 時 の α 波含有率 の 差 を求め た もの をい う。

Tablel　 Elevated　level　of 　al 　 ha　 wave 　content 　rate

muslc 　1 皿 usic 　2 皿 u8ic 　3muslc 　4

subject 　A35 ．7922 ．0512 ．1010 ．54
s呵 ectB13 ．2314 ．786 ，0010 ．26
sub ∫ect 　C19 ．9413 ．4020 ．3014 ．26

subject 　D7 ．421 ．9943 ．1212 ．34

subject 　E2 董．4515 ．9723 ．2212 ．71

sub ∫ect 　F18 ．1416 ．7618 ．317 ．42

subject 　G23 ，7625 ．4458 ．8156 ．84
subject 且 36．5820 ．6915 ．9433 ．32
subject 　I39 ．9845 ．6725 ．0213 ．81
subjec も」 4耄．0625 ．571 ア．9119 ．46

music 　5music 　6music 　7 皿 usic 　8

subject 　A11 ，3119 ．1233 ．3030 ．69

subject 　B14 ．362 ．9314 ．844 ．82

subject 　C13 ．79 響2．1511 ．1921 ．36

8ubject 　D14 ．906 ．5429 ．3022 ．41
subject 　E5 ．0410 ．6415 ．9616 ．03

subject 　F13 ．737 ．07 ｛8．3113 ．44

subject 　G19 ．4421 ．5527 ．32 招 ．7ア

subject 　H25 ．3121 ．0429 ，658 ，84

subject 　I44 ．0433 ．9942 ．1529 ．18
subject 　J23 ．1019 ．2416 ．4822 ．71

　Table　1 よ り、曲 ご との α 波含有率の 上 昇幅に は 、被験

者 ご とに か な りの ば らつ きが あ り、α 波含有率 が 全体的に

低い 被験者も見 られ る な ど、脳 波の α 波含有率 に は 大 き な

個人差 が見 られ た。

3．3 曲ごとの α 波含有率 の 平 均値
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　 各 被 験者 の 脳 波 の 測 定結 果 か ら、曲 ご とに α 波含 有 率 の

平 均値 と標 準偏差 を求めた もの を Fig．2 に示 す。

　Fig．2 よ り、音楽の 種類に よ る α 波含有率の 違い は 、若

干 で は ある が、曲 1＞の モ
ー

ツ ァ ル トの 音楽、曲 5）の ベ ー

トーベ ン の 音楽 で、他 よ りも高い 値 を示 して い る。こ れに

よ り、曲 1）、曲 5）の ク ラシ ッ ク 音楽が 比較 的 α 波 を誘 引

しやすい 音楽 で ある とい うこ とが わか る。また、曲ご との

標 準 偏 差 で は、曲 1）の モ ー
ツ ァ ル トの 音楽、曲 6）の ヒ ー

リン グ ミ ュ
ージ ッ ク、曲 7）の 邦楽 ロ ッ ク音楽が 他の 曲よ

りも低い 値 を示 して い る。これ に よ り、曲 1）の モ ー
ツ ァ

ル トの 音 楽、曲 6）の ヒ ーリン グ ミ ュ
ージ ッ ク、曲 7）の 邦

楽 ロ ッ ク音楽 が比較的安定 して α 波 を誘引 しやす い 曲で あ

る とい うこ とがわ か る。

4．ま とめ と今後の 課題

　音楽刺激 に よ る脳 波 の 変 化 に は大 きな 個 人差 が あ り、α

波含有率の 上昇が 少ない 被験者もい る もの の 、全て の 被験

者 で 音楽刺 激 に よ っ て α 波 が誘引され る こ とが確認で きた。

　 以 上の こ とか ら、α 波が 誘引され て い る状態 が脳 の 休息

して い る 状態 （リラ ッ ク ス 状態〉 で ある と言え る ならば、

音 楽 に は 癒 し の 効果 が あ る と言 え る。

　次に、曲ごとで の 結果 を比較す る と、誘引され る α 波の

含有率は、聴 く音楽に よ っ て 大き く変わ る こ とが わ か っ た

が 、こ れ に も大 きな個人 差 が あ り、被験者 ご と に α 波の 誘

引 され やす い 曲 と誘 引 され に くい 曲が あ る よ うで ある。

　 ま た 、実験結果 よ り、若干 で は あ るが 、モ ーツ ァ ル トの

ク ラ シ ッ ク 音 楽 が他 の 音 楽 よ り も α 波 含有 率 の 上 昇が 大 き

く、安 定 し て α 波 を誘 引 して お り、ヒ ーリン グ効 果 が 高 い

とい うこ とがわ か っ た。しか し、こ の 結果 も顕著な もの で

は な く、個 人 差 に よ る もの で あ る可 能性 も考 え られ る。

　現状で は、被験 者の 人数、実 験 回 数、聞か せ た 曲 の 種類、

数 が 少 な い た め信 頼 性 の 高 い 結 果 とは言 い がた い 。そ の た

め 、まず は よ り多 くの データ を採 取 し、音 楽 の 違 い に よ る

脳 波 の α 波 含有率 に つ い て 、引 き続 き検討 して い く必 要 が

あ る 。

　 更 に 、本研 究の 結果 と し て 、ク ラ シ ッ ク 音楽に よ る α 波

の 誘引性 の 高 さや、モ ー
ツ ァ ル ト効果 と呼 ばれ る、モ ー

ツ

ァ ル トの 音 楽 に よ る α 波 の 誘 引 性 の 高 さ も示 唆 され る が 、

何故 そ の よ うな効果が 現れ る の か、物理 的要因は 明 らか に

な っ て い な い 。そ の た め 、そ の 要 因 に つ い て も今後検 討 す

る 予 定で ある。

文 献

Fig2　　Average　an （l　standard 　deViation　of　alpha

　 　 　 wave 　content 　rate 　by　the　musics

［1］　Mozart　Effect　Japan

　 httP ；／／www ・mozarteffect ．　jp

匚2］加 藤 由美．小 林 幸 夫 ：

tC
音楽 刺 激 が脳 波 に 与 え る影響

”
，

　 電気学会研究発 表会資料 EET−e6−1〜24（2007）．

［3】江 部 充，本 間伊佐 子 ；
“
図解脳 波 テ キ ス ト

”
，文 光堂 （1979）

一170一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


